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１．はじめに  アーチ橋の対風応答を精確に推定するためには，桁とアーチリブの空力的な相互作用を適切

に考慮する必要がある 1)。しかしながら，桁とアーチリブの相対間隔は橋軸方向に変化し，その影響を把握す

ることはなかなか容易ではない。本検討では図-１の橋梁を検討対象 2)とした。本形式では最低次の曲げ振動モ

ードが逆対称であり，アーチリブと桁が近接した剛結部のモード値が大きく，この部位の空気力の評価が重要

であると考えられる。本検討ではアーチ橋の揚力ガストに着目し，桁・アーチリブ間の空力干渉がガスト空気

力，さらには応答特性に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした。桁の２次元模型を用いてガスト空気力

の計測を行った。このとき，アーチリブの２次元模型を付設し，さらに相対間隔を変化させ，ガスト空気力に

及ぼすアーチリブの空力干渉の影響を調査した。 

２．風洞試験   
風洞内に生成し

た境界層乱流中に

おいて，図-２に示

す方法で，桁に作

用するガスト空気

力の計測を行った。

また，アーチリブ

の空力干渉の影響

を考慮するため，

ダミー模型を設置

した。図に示すよ

うにアーチリブと

桁との間隔 h をパラメータとし，h=1.0H，0.75H，

0.50H，0.25H（H：支間中央の桁・アーチリブ間距

離），およびアーチリブが無い桁単独の場合について

計測を実施した。変動風速のパワースペクトル，空

間相関などの気流特性は模型設置前に予め計測を行

った。境界層乱流の乱流特性を表-１に示す。 
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      (1) 対象橋梁一般図              (2)鉛直曲げ１次モード（f=0.360Hz） 

図-１ 検討対象としたアーチ橋 
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図-２ ガスト空気力計測方法 

アーチリブダミー模型

桁２次元模型隔壁

ロードセル

表-１ 乱流特性 

 主流成分 鉛直成分 
乱れ強さ(%) Iu=12.3% Iw=8.6% 
乱れスケール L/uB=1.56 Lw/B=0.59 

  風洞風速U=5m/s，B（桁幅）=29.7(m) 
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３．風洞試験結果  図-3 は揚力ガストに大きな影響を及ぼす揚力係数勾配（dCL/dα+CD）の乱流中における

計測結果である。桁とアーチリブの間隔が小さく

なるに従って，揚力係数勾配が徐々に低減してい

ることが判る。一方，図-４は計測された変動揚力

のパワースペクトル密度である。静的空気力（揚

力）が比較的，アーチリブの影響を大きく受ける

のに比べて，ガスト揚力はアーチリブの影響をほ

とんど受けていないことが判る。各断面の変動揚

力から図-３の揚力勾配を考慮し算出した空力ア

ドミッタンスを図-５に示す。 

４．ガスト応答解析  得られた桁の３分力係数および空力アドミッタンスを用いて，実橋のガスト応答解析

を実施した。解析の入力は風洞試験による計測結果を用いたが，このとき，各断面においてアーチリブの空力

干渉が考慮された桁の空気力特性を用いた場合と，アーチリブを考慮しない桁単独の空気力特性を用いた場合

について解析を行った。解析結果を表-２に示す。アーチリブの空力干渉を考慮した方が，３次元弾性試験結果

に近い結果を与えることが判る。しかしながら，変動揚力に対するアーチリブの影響が小さいことを反映して，

応答の差異は小さいことが確認された。今後，流れの面から本検討において確認された現象について考察を行

っていく予定である。 
表-２ ガスト応答解析結果 
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解析条件 ガスト応答解析結果（風速 50m/s） 
桁の３分力係数 空力アドミッタンス RMS 振幅(m) Peak 振幅(m) 

桁単独 計測値 (桁単独) 0.0762 0.266 
ｱｰﾁﾘﾌﾞ空力干渉考慮 計測値 (ｱｰﾁﾘﾌﾞ空力干渉考慮) 0.0804 0.276 

３次元模型風洞試験 0.0934 0.307 
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図-３ 揚力係数勾配 
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図-４ 変動揚力のパワースペクトル           図-５ 空力アドミッタンス 
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